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学校の詳細な事例研究をふまえて、東京師範学校 と女子師範学校 とを全国の師範学校の 「師表」
として位置づけた。
東京師範学校は、伊沢修二と高嶺秀夫がペスタロッチー主義に立つジョッホノットの教育理論
に準拠 して、明治12年、小学師範学科および中学師範学科の学科課程を改定 し、い くつかの改革
を断行 したが、 この改革の意味するところは、第皿章、第 】V章、ならびに第V章 で追究される。
ここで最 も注 目される点ぽ、明治12年の東京師範学校の改革の根底にあった基本思想である。







に体制的な異質性をあらわにすることに より、国民大衆に対す る開明路線の修正 と顕著な儒教主
義的政策 とが促進される。教員養成では伝統的な道徳が見直され、人物養成に力点が置かれる。
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まず第1章 では、その政策の胎動 として教員の 「品行」規定が定められるが、その基調をなす
のは、明治12年に下付された 「教学歳聖旨」である。 これによって仁義忠孝を本とする国民教育






特に 「小学校教員心得」は、自由民権運動対策 として捉えられ、その基調は知育 ・体育に対す
る徳育の優位およびその系としての教員の品行に重点が置かれる。徳育においては、皇室への忠
・愛国 ・人倫の道が重視され、「忠正」 ・ 「善良」ならびに自己の職分の枠内での勉励 ・熟練が
求められた。`
また 「師範学校教則大綱」は、学科目の構成原則がきわめて端的に説明されている。政治 ・法
律を除外 し、経済 。歴史を省略することによって、社会科学的な教養を除外 しようとするのであ
る。他方、修身 ・和漢文と物理 ・化学とを重視することにより、国家に とって好都合な精神や態






















の、教員の思想 ・品行の取締 りの弾化、 とりわけ教員の政治的関心の遮断ならびに教員の 「教育
功章」と 「退養料」の設置である。また教員養成の方策 として、学資給与制、書籍貸与制、寄宿
舎制、管内募集制、奉職義務制ならびに1府 県1師範学制 と4年課程の提案である。
次に前章に見られた 「師範学校教則大綱」に対する各府県の対応は、必ず しも画r的 ではなか





諭)に もとついて、 「府県立師範学校通則」による体制づ くりが進行 し、 急速に統制 と標準化
が推進された。


















伊藤博文 ・井上毅 と森との対立、「日本における宗教の自由」の論考、「自他並立」を説 くr倫理




想だとは捉え難い、 として疑問を投げ掛ける。また林の試みた評価の うち、ナショナ リズムの枠
内にあっても森の、なおも良心の自由や個人主義を承認するその姿勢を保持 し、森本来の学政の
機軸は、中央統制の強化や政治の要求を教育の内部に持ち込もうとする学政 とは相容れない性格













第皿章では、明治19年に公布され、わが国の教員養成の基礎を確立 した 「師範学校令」が取 り
扱われる。この師範学校令は12条からなっているが、その基本事項は、生徒に順良 ・信愛 ・威重
の三気質を養成すること(第1条)、師範学校を高等師範学校と尋常師範学校 とに分かち、前者
は東京に1箇所、後者は府県に各1箇 所置 くべきこと(第1・3条)、 高等師範学校の経費は国





なおこの章では、「師範学校令」の背後にある 「三気質」論 と元由永孚 との関わ り、ならびに
「師範学校令」の制定に関与した師範学校条例取調委員会の審議内容が吟味される。森の 「三気












師範学校 と女子師範学校 とに分けられ、従来の修身 ・和漢文に代わって教育学 と倫理学が筆頭科
目にな り、心理学の項 目は独立 しておらず、音楽 ・体操に大きな比重がかけられる。そこで形成
される学力は、尋常師範学校の教員として対応できる程度であ り、尋常中学校の教科の教員とし









はなく、転勤 ・転職の少ない、 しかも政治運動に参加しない教員養成を目指 して 「土着の村人」
を教員につかせるといった、郡区の観点からの入学が重視 された。 これによって教員は郷土 と国
家 との隆盛に二重に縛られる存在 となった。
次に 「尋常師範学校ノ学科及其程度」によれぽ、第1に儒教主義的な学科の排除が特徴的であ
る。修身科は倫理とな り、漢文と習字の時間数は大幅に減少した。第2は 、ようや く本格化 して
きた日本の資本主義の要請を受け、産業上の必要から、英語 ・物理 ・化学 ・農業 ・手工 ・図画の





















題や批判は、筆者によれば、「三気質」養成の失敗であ り、その捲き返 し策 として地理 ・歴史 ・












すなわち 「君主は億兆の師表」の結論を導き出 していた。したがって論語 ・孟子ではなく、古事
記 ・日本書記等の国学をふまえた 「国体」論が基本にあ り、「皇統一系寳示乍」の由来にもとつ く
教員養成が展開されることになった。天皇は、 日本国を 「しらす」べき 「神勅」を受けた神の至











府県尋常師範学校の改革の第1の 課題は、「教育勅語」を基本理念 とした 「教育者 タル精神」
の養成である。まず学科課程では、修身 と柱 として教育が組み立てられる。これは 「倫理」から





たとえぽ 「歴史 ヲ教授スル順序方法 ヲ授ク」、「算数及幾何ヲ教授スル順序方法ヲ授ク」といった
ように、小学校に対応した教科はすべてその教授法を教える 「ノーマル ・メソッド」が試み られ、
さらには必修教科数の削減 とー時間数の増加によって、1教 科の配当時間数を増や し、重要教科の
学力向上を図った。




筆者はその主要な改正点を 「教育勅語」体制との関連から考察し、その特徴を3点 に絞 っている。
第1点 は、尋常師範学校の場合 と同様に、「倫理」か ら 「脩身」への転換が図られ、「脩身」は
すべての教科の首位に置かれた。またすべての学科に 「法制」が設けられた。このことは、「脩
身」が天皇制イデオロギー教育の中枢として丸「法制」が 「大 日本帝国憲法」や 「帝国議会」の
体制認識の基本 として理解 される。.
第2点 は、4科 制の導入 と4年制への延長である。学科は、文学科を国語 と漢文を主とする甲
科と外国語を主 とする乙科 とに分かち、それに理化学科と博物学科を加えて4学科制 となった。














等々の事態が進行 してい くなかで、教員による 「小学校教育費国庫補助」の要求と反政府運動、
、校長や教員の辞職にまで発展 した師範学校の粉擾などが政治的様相を帯びるに至った。このため
井上文相は、早急に教員および師範生を 「政談」から遮断する必要から、明治26年に 「箱口訓令」
を発 し、引き続き27年には教員の議員選挙ならびに被選挙に関する取締 りの強化を講 じた。
結局井上は、「君徳」と 「大御心」.を臣民に普及せ しあ、国際的な競争力形成の観点か ら愛国
心の育成のために、「教育者精神」のあ り方を強調す るに至った。この 「教育者精神」は筆者の
まとめるように、経済的 ・社会的な利害の観念を自ら断ち切 り、公衆への義務を果た して公益を




問 された。筆者はその諮問に対する 「答案」を細か く分析する。「答案」は10項目からなってお
り、「教育 ノ原理 トシテ心理ノ大要 ヲ説 クハ不要」、「国文ヲ漢文二翻繹セシムルハ誤 リ」、「修身
ハ毎週1時 ニテ足 レリ」等々のように、文相からの諮問にもかかわ らず、それは痛烈な反論であ








競争試験を行 うこと、(4)80人の店員を200人に増員すること、(5)理科の学科での 「哲学」 ・ 「法
制」などの廃止、「外国語」科教育の軽減と入試科 目か らの 「外国語」の削除等々がその主要な
ものである。
これらの構想は、高等師範学校長嘉納治五郎の 「高等師範学校規程」(案)を経て、明治27年
「高等師範学校規程」として制定 された。その主な特徴 として、第1点 は 「教育者精神」を奉ず
る 「師道」を重視 した教員養成が確立されたこと、第2点 は各教科に 「ヘルバル ト主義」にもと
つ く 「教授法」の項目が付加され、教員としての教科指導力の向上が図られたこと、第3点 は国
語 ・漢文を重視 した時間配当がなされ、社会科学的な教授が削除されたこと、第4点 は 「研究科」
・ 「:専攻科」 ・ 「撰科」の設置によって教員供給体制が整備 されたことなどが指摘される。
こうして高等師範学校は以後、名実ともに ・「教育の総本山」 として、わが国の教育界に君臨す
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ることになった。そ して最後に、「結論」とし 「教育者精神主義の確立」が総括 される。




う。 また近代日本の教師像の形成についても、「教育勅語」体制とそれを構築 した社会的 ・政治的
な諸要因の緻密な吟味 ・検討をとお して、その意味す るところをきわめて詳細に描写 し、わが国の
近代教員養成史に不可欠の知見を加えたことは,ひ とつのすぐれた貢献であると言えよう。
筆者は、教員養成政策に関わる彩 しい数の先行研究をふまえ、かつこれまでほとんど使用される
ことなか った、政策側の改革案や諸構想、さらには関係団体や個 々人か ら提出された申請書あるい
は報告書のみならず、府県に埋 もれていたあまたの関係資料をも掘 り起こして、これまでの教員養
成研究の空白部分を大幅に補完することができた。そのための彪大な資料の収集ならびにその分析




要請が主流をなしてお り、人間本性にもとつ く原理的な構想はほとんど欠落 していたとい うことで
ある。たとえぽ、伊沢修二や高嶺秀夫に思想的基調を提供 していたペスタロッチーにもとつ く 「開
発主義」にも、あるいは明治20年代の諸改革に見られるヘルバル ト主義の 「教授法」にも、その根
底には人間本性今の凝視があ り、認識論への追究があった。それゆえ、明治期の教員養成 とりわけ
学科課程をめ ぐる諸政策を歴史的に意味付けてい くには、そこに欠落 していた思想的背景に関する
点検が必要であると思われる。
次に、近代 日本の教員養成史の研究には国家観の的確な理解が必要であるとい うことである。特




の政策、社会的 ・政治的状況さらには年代の表記等の重複は、本論文の内容をふ くそ うさせ、理解
を困難にする嫌いがあると言えよう。
しかしながら、本論文が近代 日本の教員養成史を開拓 し、この分野の研究に新 しい知見を加えた
ことは、如上の留意すべき諸点をはるかに凌駕するものである。よって本論文は、筆者に教育学博
士の学位を与えるに充分な学的内容をもつ ものであると認定する。
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